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（1）ユーゴスラビアは，連邦憲法上独立の機関とし
て，憲法裁判所を設置した最初の社会主義国家であ
り，しかも現在までのとごろ，同裁判所が現実に機能
している唯一の社会主義国家である。’
　ユーゴスラビアはまた，憲法にとくに1章を設け
て，共和国および自治州憲法ならびにすべての法律お
よびその他の一般法令の「合憲性」（constithtionality）
と「合法性」（legality）の擁護を明らかにするととも
に，その内容・機構・方法まで憲法た明記している世
界で唯一の国家でもある。
　この点，これまで大多数の社会主義国家が，司法審
査Gudicial　review）あるいは憲法裁判（Verfassungs・
gerichtsbarkeit）とよばれる制度を，憲法理論的にも
また実態的にも拒絶してきたなかにあって，ユLゴス
ラビアだけにおいて，この制度が憲法制度として定着
をみたことは大いに注目されてよかろう。・とりおけ，
ソヴエトや東ヨーロッパ諸国では，司法審査・憲法裁
判は人民の最高代表機関である議会に対するコントロ
ールを意味するから，人民主権と権力統合の原理に矛
盾するとして認められていないにもかかわらず，ユー
ゴスラビアが何故にこれを認めているのであろうか
が，問題にされるべきであろう。
　そこで．以上のこどき問題意識と検討課題をもっ
て，ユー『1スラビアの憲法裁判所，とくにその基本理
念について研究を行うことにしてみた。
　〔2）ユ←ゴスラビアの憲法裁判所制度は，1963年の
「ユーゴスラビア社会主義連邦共和国憲法」（第三次
憲法）によって導入された新しい，「特別な政治的裁
判制度」である。それ以前の憲法では，ユーゴスラビ
・アのいかなる裁判所も「合憲性」や「合法性」に関し
て直接審査を行うことは認められていなかった。
　しかしながら，いわゆる“＊±会主義的民主主義”と
いう新しい理念にもとづき，中央集権の排除と地方分
権の強化，労働者自主管理制度の導入などをはかり，
ユーゴスラビア独自の社会主義社会の建設の道を開い
た1953年の「憲法的法律」（第二次憲法）め登場以降
になると，社会的・政治的諸関係のなかに、牡会主義
的民主主義”を実現させ，憲法を「最高法」とする客
観的な法秩序の統一をめざすとともに，「市民の自由
と権利、1および労働組織その他の自治的組織ならびに
社会・政治共同体の自治の権利」を擁護することがま
すます必要となるにつれて，T合憲性」，「合法性」の
司法的統制問題は議論の的になっていた。そし七，一憲
法裁判所制度の導入を最終的に決定した要因は，ユー
ゴスラビアの現実であった。つまり，L　63年憲法の登場
以前の段階では，議会による「合憲性」，「合法性」の
擁護に大きな期待がかけられていたが，一しかし～実際
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には議会の統制機能は働かず，しかも「社会的自治」
と自主管理制度の発展の結果，彪大な数の従位立法の
制定が行われると．同時に，多量の違憲．・違法問題が発
生し，これらを処理することの必要性が憲法裁判所制
度の採用を決定的なものにしてしまったのである。
　こりように，ユーゴスラビアの特殊な事情と要請が
憲法裁判所制度の確立をう’ながじたのであるから，こ
の制度はこの国の社会・政治制度の一般的形態と符合
する，ように作られてん・る。それゆえ，ユーゴスラビア
の憲法裁判所制度は，法律および従位立法を憲法に適
合させる，・いわゆる’！｝法の階層性”といわゆる．「高次
の法」に対する「低次の法」の完全一致という観点か
らのみ考察されるべぎではない。
　㈲　63年憲法によって確立された憲法裁判所制度の
基本理念は，現行憲法である74年憲法のもとでも，根
本的には同じであるといえよう。同憲法は，「合憲性」
ど「合法性」の原則を個人または集団による権限の蹴
越や濫用に対する保護として考えている。またそれと
同時に，．F社会。一政治共同体，『協同労働組織およびそ
4）他Q自主管理組織と共同体・・∵」（「憲法」205条）
に対する制限とみなしている。．しtgカ》？て，ユーゴ3
ラ箇アQ憲法裁判所は，・「社会的自治」と自主管理制
度に固有の基本的諸権利を保障する特別な司法制度で
あるということができる。
　しかしながら，憲法裁判所制度の前途に不安がない
わけではない。確かに，同裁判所のこれまでの実績を
みると，R倉憲性」と「合法性」の守護者ど．L、ての役
割を＋分期待通り果している。したがって，この制度
が内部から崩壊することはなかろう。しかしパソヴエ
・，・Fとは違って，s「社会所有」と労働者による「自主管
理」ζいう独自り分権化方式で社会主義の建設を進め
てきたユーゴスラビアのこれまでの歩みは，経済の順
調な発尿に負うところが木であったこ．とを思うと．経
済危機の到来があればttこの制度を支えている基盤に
一定の変化く理論的な側面を含む）が生ずるかもしれ
ない。・こg時が，ユー戸スラビア憲法裁判所制座の大
きな試練となるであろう。
　なお，本研究の成果は，「ユ』ゴろラビアの憲法裁
判所e・（⇒」という形で，，『法律論叢』50巻5．6号（明
治大学法律研究所発行）に発表して．いる。
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